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                                                                          令和５年３月９日
沖縄県教育委員会教育長　殿
                                                                
                                                                沖縄県立沖縄高等特別支援学校
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１　日時、場所、出席状況等

第１回 日時 場所
出席
状況

第２回 日時 場所
出席
状況

第３回 日時 場所
出席
状況

２　学校評議員に求めた事項

３　学校評議員の意見

４　学校運営に反映した事項

５　課題その他

４名出席／5名中

記

令和4年
6月29日(水)

本校会議室

令和5年
2月22日(水)

本校会議室

・1年生についても自宅から就業体験を行い、1年時から就労に向けての意識の向上を図る。
・これまで以上に卒業生や就労支援コーディネーターによる進路講話、就業体験報告会、企業向け
　学校見学会、在校生対象企業説明会等を企画実施し、望ましい勤労観の育成と進路先の理解に努める。
・資格取得を推進する授業づくり。

令和４年度県立学校学校評議員の運営状況について(報告)

・学校経営方針、学部・寄宿舎等の取り組みについて
・選ばれる学校づくりに向けての学校改革
（教育課程改善、3年生の通学選択制、寄宿舎におけるスマホ・タブレット利用解禁、人権を尊重した校則等）
・学校行事「第3１回沖高特祭」
・築30年以上の校舎について
・学校評価のアンケート結果について
・学校給食について

・志願者減を真摯に受け止め、学校改革に向けての取り組みを推進する。
・１，２年生の保護者に対しての障害者雇用制度の理解推進を図る。
・卒業後に生活が乱れる卒業生が多い。在学中での対応が必要。
・魅力ある学校づくりを推進し、地域にアピールする。
・在学中に資格取得を進めるなど、授業改善を進める。

・選ばれる学校づくりに向けての学校改革を（教育課程改善、3年生の通学選択制、寄宿舎におけるスマホ・
タブレット利用解禁、人権を尊重した校則等）を学校評議員との共通理解に基づいて実施した。
・福祉総合科（仮称）を設置し、在学中に介護職員初任者研修資格を修得できる仕組み作りを県教育委員会
と連携してすすめることができた。
・2年生からの自宅からの就業体験実施をより多く実施した。

   令和５年２月1０日付け教県第1９９５号により依頼のありましたみだしについて、下記のとおり報告します。

４名出席／5名中

令和4年
12月4日(日）

本校会議室 ５名出席／5名中


